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継辮は昇って液間1ご獣短かくなる・辮5α酬のヨ1ロツ獅蔀
では・胱になると完全嬉1購焉がなくなる・B木で瞭1跡聴昇っで
昧雌灘・・）　’，　1’　i’　t・1・j　一；’ら滅する様になる・塒1‘は五騰れと云って，嬢
晴が’・）Hに及ぶ鶉ある・共寸・をすぎると・既に柵拗の五ノ彌がそろそる
　始まる．II撤も近づいて來た．
月月齢11・8の肪“乙女”座に女台まり・調以上して“珊”腺絡る遺
　の問の諸相を略示すれば（月齢，二丁徽ま日本中央円理三時21hの値）
　　　日f’t　　　月邸｝　　　1幌直・箆　　　時ヒ刻　　　　Ie，lflE　　　　　　　　言巳≧1‘
tl，
11
11
19
23
26
14．8
21．8
21．8
0．3
4，3
73
3　lt　4，0tt
29　33
29　33
31　40
32　27
32　23
eh
14
2i
13
21
8
　天　秤
　水　瓶
　水　瓶
　牡　午
　蟹
六分儀ご獅子の疑
?四切??? ???
である・闇夜の無い日汲闇御よ・夫々醐漸肋前後3剛三1である．511
　3日夜牛から翌4日にかけてこの皆既月食は，口木からでは久：方振りの珍景で
　ある．（後輩参照）
水星5月1日｝・1獄で鰍離角25．にmeする・噺は鮭の南・鯨座と眺
　目の邊であって，覗直裡8”．共後再び太陽に迫って外合に進む．
金S暁天に居て，釜三太pa－tcit［ltrつく・　17～8日頃には・醒と一寸接近す
　る・二二谷≦は12・”8～11・”4，光度は一3・4である・（前月の硯直下15・”斗～12．〃3
　1よ15！’4～12．ε”邑こ．訂工E）
火星ff・徽して，木1勧姻海1期に入って來た未だ暁天にあって，1・射
t939年ら月の天象 （152）
　乎”唯の東端がら，“山羊”座の西端に入るが，光度ぱ一〇・2一・一1・4と急増し
　て，誰しもの「1をijj〈様になる．親直律も11．”3一一15！’5へと増加して來た．
　出口ち月末には，冬期に於ける二二の場合よりも大きくなって來るのである．
　ゾ（星の世界では丁慶秋分直前，南牛球では極冠の縮少につれて，模様が濃く
　なって來る．
木星　暁天の星．“魚”座の春分貼附近に居るが，月末には少し見易くなる・
土星　同じく撃滅の星であるが，太陽に近いから一・寸見難い．
天王星　5月9日に合となる．從って観望全く不能．
海王星　和攣らす“獅子座”に居るが，次第に太陽に近付くから，今月に見て
　おかないと，しばらく見られなくなる．
ユリウス日　5月1「121時が2429365・Olこ當’る．
黄道光　西天の黄道光は大声溝失し，5月は一寸中休みである・然し，6月にも
　なれば曉天に氣をつけねばならない．
彗　星　ウインネケ5月10日頃最も北に達1して，ル！プルを描いて再び南下し
　だす．一・寸未だ小さV・から岡示の代りに豫報位置を示すと，
　　、J，．1日14・51笛＋45…’　・月25日・4・論・・5・…
　　　　9t」　　　1451．1　　　十46042’　　　　　　　29日　　　145Ll　　　＋4io　4／
　　　　17日　　　1450．1　　＋46039！
月　食　非常に好機件の皆既月食が見られる．丁度5月3日～4口；cD＞けての夜
牛に回る．時刻を示すと，
1．牛影部に入るのが
2．本影部に入るのが（月が妖け始める）
3．皆既になるのが
4．食の最中央は
5．皆既の経るのが（生光するのが）
??
7、魚影部を出るのが
本影部を出るのが（月が圓さをとりもどすのが）
5月3日21時23．7
　　　　22　27．6
　　　　23　39．5
　　4口　01L2
　　　　0　42．9
　　　　1　55．0
　　　　2　59．6
以上の如くである．剛こ所謂食の明らかに見えるのは（2）から（6）まで・約
3；ilf高富珍妖が見られる．猫ほ食の深さは1・182である・此の食を逃がすと・
木年中，口本から見られる食は一度もない．
